
前
号
に
引
き
続
き
、
民
主
党
の
赤
字
補

償
政
策
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」

に
変
わ
る
、
農
業
振
興
の
方
法
論
に
つ
い

て
8
の
提
言
を
行
な
う
。

名
付
け
て
「
日
本
農
業
成
長
8
策
」
だ
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
税
金
を
で
き
る
だ
け
使

わ
ず
に
、
農
業
の
市
場
規
模
を
拡
大
し
、

農
家
の
所
得
を
増
大
さ
せ
、
関
連
雇
用
を

生
み
だ
し
、
地
域
・
国
家
の
税
収
を
増
や

す
こ
と
だ
。

長
年
、
農
業
界
に
は
３
兆
円
規
模
の
税

金
が
投
入
さ
れ
、
農
家
の
払
う
税
金
は
数

1
0
0
億
円
と
著
し
い
不
均
衡
が
あ
っ

た
。
農
業
分
野
を
保
護
す
る
た
め
の
高
関

税
政
策
に
よ
っ
て
、
W
T
O
や
F
T
A
貿

易
自
由
化
交
渉
を
頓
挫
さ
せ
、
製
造
業
の

輸
出
機
会
を
奪
っ
て
き
た
。
日
本
経
済
が

苦
し
い
今
こ
そ
、
農
業
界
は
税
金
の
配
分

を
求
め
る
の
で
は
な
く
自
ら
成
長
発
展

し
、
支
払
う
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
き
だ
。

官
民
問
わ
ず
、
長
年
税
金
で
育
成
さ
れ
て

き
た
農
業
界
の
人
的
資
源
を
有
効
活
用
す

れ
ば
可
能
で
あ
る
。

第
１
に
、
最
も
需
要
の
あ
る
「
民
間

版
・
市
民
（
レ
ン
タ
ル
）
農
園
の
整
備
」

を
行
な
う
。

現
在
、
市
町
村
が
運
営
す
る
市
民
農
園

は
ほ
と
ん
ど
が
募
集
定
員
オ
ー
バ
ー
で
何

年
も
順
番
待
ち
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

土
い
じ
り
志
向
の
強
い
団
塊
の
世
代
に
加

え
、
20
〜
40
代
の
子
供
連
れ
の
利
用
者
が

急
増
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
農
園
を
借
り

た
い
人
を
取
り
ま
と
め
基
金
を
作
り
、
貸

農
園
の
建
設
を
プ
ロ
の
農
家
に
呼
び
か
け

赤
字
農
家
を
補
償
す
る
こ
と
で
、
黒
字
農
家
ま
で
赤
字
に
陥
ら
せ
る
、
民
主
党
の

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」。
日
本
農
業
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
こ
の
愚
策
に

代
わ
る
、
農
業
振
興
の
具
体
策
を
提
案
す
る
。
名
付
け
て
「
日
本
農
業
成
長
8
策
」。

る
。
サ
ー
ビ
ス
マ
イ
ン
ド
の
あ
る
農
家
な

ら
自
ら
維
持
、
運
営
主
体
に
な
っ
て
も
い

い
し
、
民
間
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
農

家
が
参
画
す
る
手
も
あ
る
。
た
と
え
ば
地

域
で
合
意
を
形
成
し
、
民
間
が
公
共
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
P
F
I
方
式
で
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。Private

F
inance

Initiative

の
略
で
、
民
間
の
資
金
、
人
材
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
活
用
す
る

手
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
律
的
な
成
長

案
件
に
対
し
て
、
政
府
が
農
地
法
の
規
制

緩
和
や
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
部
支
払
い
な
ど

を
通
じ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
れ
ば
い
い
。

3
0
0
万
世
帯
の
潜
在
需
要
を
見
込
め

ば
、
現
在
、
3
2
0
0
あ
る
市
民
農
園
を

プ
ラ
ス
3
万
件
創
出
で
き
る
。
一
家
族
の

利
用
料
が
月
々
5
0
0
0
円
、
年
間
6
万

円
と
し
て
も
、
貸
農
園
代
だ
け
で
3
0
0
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本
誌
副
編
集
長

浅
川
芳
裕

0
億
円
の
新
市
場
が
で
き
る
。
農
家
に
と

っ
て
農
園
開
発
投
資
の
請
負
を
事
業
化
で

き
れ
ば
、
開
発
費
売
上
と
し
て
別
途
5
0

0
0
億
円
ほ
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ

る
。
癒
し
や
食
育
、
食
の
安
全
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、
農
業
体
験
、
貸

農
園
と
い
っ
た
非
農
家
に
よ
る
〝
農
業
消

費
〞
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
大
の
伸
び
し
ろ
は

大
き
い
。
農
家
だ
け
が
持
つ
栽
培
ノ
ウ
ハ

ウ
を
広
く
国
民
に
開
放
す
る
こ
と
で
、
農

家
は
自
律
で
き
、
利
用
者
も
楽
し
め
る
。

専
業
農
家
に
と
っ
て
は
、
通
年
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
な
い
疑
似
農
家
と
差
別
化
す

る
方
法
と
し
て
も
有
効
だ
。
農
業
界
は
い

ま
、
レ
ジ
ャ
ー
や
観
光
、
教
育
、
医
療
と

い
っ
た
産
業
界
の
知
恵
や
実
績
を
吸
収
し

な
が
ら
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
で
き

る
絶
好
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
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第
２
が
、「
農
家
に
よ
る
作
物
別
全
国

組
合
の
設
立
」
で
あ
る
。

農
家
出
資
に
よ
る
組
織
で
、
作
物
別
に

年
間
の
出
荷
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を

策
定
し
、
３
つ
の
市
場
を
開
拓
す
る
。
国

内
の
値
下
げ
圧
力
の
高
い
市
場
、
輸
入
に

シ
ェ
ア
を
と
ら
れ
て
い
る
市
場
、
そ
し
て

海
外
市
場
だ
。
米
国
ポ
テ
ト
協
会
、
デ
ン

マ
ー
ク
酪
農
協
会
、
英
国
ニ
ン
ジ
ン
協
議

会
な
ど
、
欧
米
で
一
般
的
な
生
産
者
団
体

の
形
態
で
あ
る
。

日
本
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
単
位
の
農
協

が
中
心
と
な
り
市
場
に
農
産
物
を
流
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
作
物
を
作
る
他

産
地
の
農
家
と
競
合
し
、
生
産
量
に
お
い

て
産
地
間
競
争
に
よ
る
値
下
げ
合
戦
の
消

耗
戦
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
そ
こ
に
つ
け

込
ま
れ
て
、
寡
占
化
す
る
流
通
・
小
売
に

価
格
決
定
権
を
支
配
さ
れ
、
ど
こ
の
産
地

も
農
家
の
手
取
り
が
減
る
一
方
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
作
物
メ
ー
カ
ー
と
し
て
全

国
の
農
家
が
結
集
、
出
資
し
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
を
雇
い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
か

ら
出
荷
業
態
別
の
品
質
基
準
、
収
量
増
大

な
ど
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
研
究
調

査
、
価
格
政
策
の
策
定
、
生
産
調
整
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
な
う
よ
う
に
す
る
。

年
間
を
通
じ
た
安
定
品
質
、
安
定
供
給
体

制
を
築
き
、
小
売
・
食
品
会
社
・
外
食
と

の
契
約
生
産
の
比
率
を
高
め
る
こ
と
で
、

再
生
産
価
格
の
上
昇
を
図
る
。
５
％
の
向

上
を
実
現
す
れ
ば
、
全
体
で
4
0
0
0
億

円
の
農
業
産
出
効
果
が
あ
る
。

輸
入
農
産
物
に
対
し
て
も
、
現
状
分
析

を
行
な
い
、
シ
ェ
ア
を
奪
還
す
る
た
め
の

改
善
計
画
を
立
て
、
戦
略
的
に
実
施
に
移

す
。
10
％
の
奪
還
だ
け
で
6
0
0
0
億
円

見
込
め
る
。

行
政
に
対
し
て
は
、
特
定
作
物
業
界
の

阻
害
に
な
る
よ
う
な
制
度
法
案
の
改
善
を

迫
り
、
国
民
視
点
の
振
興
や
助
成
を
求
め

る
。
農
家
は
票
田
と
し
て
国
か
ら
の
補
助

金
の
下
僕
と
さ
れ
る
地
位
を
脱
し
、
自
ら

国
民
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
の
農
業
政
策

の
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
な
え
ば
い
い
。
農
業

に
従
事
す
る
人
口
比
率
が
減
り
、
独
立
自

尊
の
少
数
精
鋭
の
農
家
が
食
を
支
え
る
先

進
国
で
は
当
た
り
前
の
話
だ
。

第
３
は
、「
科
学
技
術
に
立
脚
し
た
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
」
で
あ
る
。

日
本
は
農
家
数
も
多
い
が
、
農
業
に
関

連
す
る
公
的
機
関
の
研
究
者
数
も
ほ
か
の

先
進
国
と
く
ら
べ
桁
違
い
に
多
い
。
し
か

し
、
官
僚
組
織
の
弊
害
で
、
い
い
技
術
が

あ
っ
て
も
新
た
な
需
要
促
進
や
、
日
本
や

世
界
の
農
業
発
展
に
ほ
と
ん
ど
生
か
さ
れ

て
い
な
い
。
と
く
に
各
県
の
試
験
場
に
予

算
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
せ
っ
か
く
の

ノ
ウ
ハ
ウ
も
県
堺
を
超
え
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
、
開
発
さ
れ
た
品

種
や
栽
培
技
術
な
ど
を
世
界
的
に
品
種
登

録
、
特
許
申
請
し
、
国
内
外
問
わ
ず
ラ
イ

セ
ン
ス
契
約
を
結
ぶ
。
農
業
の
ソ
フ
ト
産

業
化
を
推
進
し
、
海
外
展
開
を
積
極
的
に

図
る
。
そ
の
結
果
、
研
究
者
や
農
業
技
術

者
も
海
外
に
進
出
で
き
、
ニ
ッ
ポ
ン
の
農

業
人
的
資
源
に
よ
っ
て
世
界
で
新
た
な
農

産
業
の
育
成
に
寄
与
で
き
る
。

日
本
発
の
農
業
関
連
機
資
材
・
知
的
財

産
権
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
海
外
に
広
げ
る
こ
と

で
、
国
内
市
場
規
模
を
20
％
拡
大
で
き
れ

ば
、
1
兆
円
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
創
出
で
き
る
。

第
４
は
「
輸
出
の
促
進
」
で
あ
る
。

1
千
億
円
規
模
の
輸
出
補
助
金
を
短
期

的
か
つ
戦
略
的
に
割
り
当
て
、
ど
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
ど
の
商
品
が
ど
の
く
ら
い
の
価

格
帯
で
ど
の
く
ら
い
売
れ
る
か
の
実
績
を

作
る
。
一
度
売
り
先
が
で
き
れ
ば
、
補
助

金
が
減
る
、
も
し
く
は
無
く
な
っ
た
と
し

て
も
、
生
産
者
、
関
係
業
者
は
顧
客
を
維

持
拡
大
し
よ
う
と
必
死
に
努
力
す
る
よ
う

に
な
る
も
の
だ
。
農
業
生
産
額
は
ピ
ー
ク

時
の
3
兆
5
0
0
0
億
円
下
落
し
、
食
品

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
同
8
兆
2
0
0
0
億
円
も

下
落
し
て
い
る
。
大
き
く
残
さ
れ
た
売
り

先
は
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
。

実
際
、
世
界
の
農
産
物
貿
易
額
は
、
1

9
6
1
年
に
6
0
0
億
ド
ル
（
6
兆
円
）

だ
っ
た
の
が
、
2
0
0
4
年
に
は
1
兆
2

0
0
0
億
ド
ル
（
1
2
0
兆
円
）
と
20
倍

に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
。
過
去
5
年
間

（
2
0
0
2
〜
2
0
0
5
年
）
だ
け
を
と

る
と
20
兆
円
も
伸
び
て
い
る
。

特
に
新
興
国
に
お
け
る
中
間
層
・
富
裕

層
の
急
増
は
目
覚
し
く
、
こ
の
5
年
で
可

処
分
所
得
5
0
0
0
ド
ル
以
上
の
人
口
は

2
億
世
帯
、
ミ
リ
オ
ネ
ア
（
億
万
長
者
）

は
1
0
0
0
万
人
も
増
え
た
。

所
得
が
増
え
る
と
、
世
帯
の
エ
ン
ゲ
ル

係
数
（
家
計
に
占
め
る
食
費
の
割
合
）
が

低
下
し
、
食
べ
物
の
消
費
が
〝
必
需
〞
品

か
ら
〝
自
由
裁
量
〞
品
へ
と
移
行
す
る
。

こ
れ
ま
で
家
庭
料
理
の
材
料
に
限
ら
れ
て

い
た
の
が
、
だ
ん
だ
ん
と
余
裕
が
生
ま
れ

る
。
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
多

彩
な
加
工
食
品
、
ス
ナ
ッ
ク
、
デ
ザ
ー
ト

の
購
入
に
加
え
、
外
食
や
中
食
、
宅
配
と

い
っ
た
食
シ
ー
ン
の
多
様
化
、
高
度
化
が

起
こ
る
。「
食
べ
て
い
く
だ
け
で
精
い
っ

ぱ
い
」
の
生
活
か
ら
、「
好
き
な
も
の
を

選
ん
で
食
べ
る
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
へ
の
大
き
な
変
化
だ
。

さ
ら
に
先
へ
進
め
ば
、
も
っ
と
健
康
に

な
り
た
い
、
も
っ
と
長
生
き
し
た
い
、
と

い
う
要
求
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
な
る
と
今

度
は
、
高
品
質
な
生
鮮
野
菜
や
果
物
、
美

容
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
の
健
康
を
意
識
し

た
製
品
原
料
と
な
る
安
全
な
農
産
物
の
需

要
増
に
つ
な
が
っ
て
い
く

―
。

こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
は
日
本
を
始
め

と
し
た
先
進
国
が
す
べ
て
通
過
し
て
き
た

道
だ
。
と
く
に
日
本
の
農
家
は
、
世
界
一

厳
し
い
と
言
わ
れ
る
消
費
者
の
要
求
に
応

え
て
き
た
実
績
を
持
つ
。
輸
出
を
通
し
て
、

近
接
し
た
ア
ジ
ア
を
初
め
世
界
の
消
費
者

に
対
し
て
、
高
品
質
な
農
産
物
を
提
供
で

き
る
最
高
の
実
力
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
。

実
は
1
9
6
5
年
時
点
で
は
、
欧
米
先
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進
国
の
輸
出
額
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
日
に
至
っ
て
は
、

英
国
が
20
倍
（
2
0
0
億
ド
ル
増
）、
ド

イ
ツ
が
70
倍
（
4
2
0
億
ド
ル
増
）
に
対

し
、
日
本
は
わ
ず
か
17
億
ド
ル
増
で
あ
る
。

国
内
顧
客
に
依
存
し
、
海
外
顧
客
開
拓
を

全
く
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
だ
。

ま
ず
は
世
界
シ
ェ
ア
１
％
で
1
兆
2
0

0
0
億
円
伸
び
る
。

第
５
は
、「
検
疫
体
制
の
強
化
」
だ
。

農
産
物
貿
易
は
国
際
検
疫
戦
争
の
勝
敗

で
決
ま
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
検
疫
の
重

要
性
は
高
い
。
日
本
で
は
検
疫
に
必
要
な

人
材
数
が
足
り
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

現
在
ほ
と
ん
ど
付
加
価
値
を
生
ん
で
い
な

い
農
水
省
の
職
員
を
1
0
0
0
人
規
模
で

輸
出
検
疫
の
作
業
を
担
当
さ
せ
る
。
日
本

の
農
産
物
を
海
外
に
売
り
込
む
た
め
の
後

方
支
援
を
や
っ
て
も
ら
う
。
現
に
、
ニ
ッ

ポ
ン
農
家
の
高
品
質
な
果
物
や
コ
メ
を
中

国
に
輸
出
し
よ
う
と
し
て
も
、
中
国
の
検

疫
当
局
の
難
癖
に
対
し
て
日
本
の
農
水
職

員
は
人
手
が
足
り
な
い
と
検
査
も
ま
と
も

に
で
き
な
い
で
い
る
。
結
果
、
中
国
で
昨

年
売
れ
た
日
本
米
は
わ
ず
か
６
t
し
か
な

い
。既

存
の
公
務
員
の
有
効
活
用
だ
か
ら
、

追
加
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

第
６
は
、「
農
業
の
国
際
交
渉
で
き
る

人
材
の
育
成
ま
た
は
採
用
」
で
あ
る
。

W
T
O
や
F
T
A
の
国
際
交
渉
と
い
っ

て
も
結
局
、
国
益
を
前
提
に
交
渉
人
の
人
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間
力
と
議
論
ス
キ
ル
で
決
ま
る
部
分
が
大

き
い
。
し
か
し
日
本
は
他
国
と
交
渉
を
す

る
際
、「
日
本
の
農
業
を
国
際
的
に
発
展

さ
せ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
人

が
い
な
い
。
議
論
以
前
の
問
題
だ
。

実
状
は
ひ
ど
い
こ
と
に
、
農
水
省
が
世

界
中
ど
の
国
も
採
用
し
て
い
な
い
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
を
英
語
で
大
本
営
発

表
し
て
い
る
。
通
信
社
を
通
じ
て
世
界
中

に
配
信
さ
れ
、
日
本
政
府
は
自
ら
、
い
か

に
日
本
農
業
が
弱
い
か
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
体
質
を
脱
皮
し
、
誇
り
を
持

っ
て
日
本
農
業
、
農
産
物
を
世
界
に
P
R

で
き
る
人
材
を
育
成
、
採
用
す
る
。
欧
米

の
農
業
強
国
に
習
い
、
成
功
し
た
農
業
経

営
者
や
海
外
で
実
績
を
持
つ
実
業
家
を
農

業
特
使
に
任
命
す
る
方
法
も
あ
る
。
5
と

同
じ
く
新
た
な
税
金
は
い
ら
な
い
。

第
7
に
、「
若
手
農
家
の
海
外
研
修
制

度
」
の
拡
充
で
あ
る
。

全
国
の
優
良
農
場
を
歩
い
て
み
る
と
、

そ
の
経
営
者
は
若
い
と
き
に
欧
米
の
農
場

で
研
修
し
て
き
た
人
が
実
に
多
い
。
農
業

先
進
国
で
学
ん
だ
経
験
を
日
本
で
生
か

し
、
経
営
発
展
や
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
て
い
る
の
だ
。
農
業
界
に
限
ら
ず
、
欧

米
の
厳
し
く
か
つ
豊
か
な
農
業
経
験
者
は

政
界
、
財
界
に
数
多
く
い
る
。
技
術
を
学

ん
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
異
国
で
他
流
試

合
を
重
ね
、
文
化
や
物
事
の
考
え
方
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
経
営
者
と
し
て
の
生
き

ざ
ま
を
吸
収
し
て
き
た
の
だ
。

す
で
に
国
の
海
外
農
業
研
修
制
度
は
存

在
す
る
が
、
そ
の
予
算
は
年
々
減
っ
て
き

て
い
る
。
平
均
68
歳
の
高
齢
の
疑
似
農
家

1
0
0
万
人
弱
に
毎
年
、
1
0
0
万
円
も

所
得
補
償
す
る
制
度
よ
り
、
同
じ
1
0
0

万
円
で
意
欲
の
あ
る
何
万
人
も
の
若
手
農

家
や
学
生
を
世
界
に
派
遣
し
た
ほ
う
が
ど

れ
ほ
ど
、
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
有
益
か

わ
か
ら
な
い
。
高
齢
農
家
も
農
業
の
先
輩

と
し
て
、
若
い
農
家
が
世
界
で
活
躍
す
る

こ
と
に
国
が
投
資
す
る
こ
と
を
賛
同
し
て

く
だ
さ
る
は
ず
で
あ
る
。

年
1
0
0
万
円
予
算
で
た
と
え
10
万
人

を
送
り
込
ん
で
も
所
得
補
償
の
10
分
の

一
、
1
0
0
0
億
円
で
す
む
。

第
8
は
「
海
外
農
場
の
進
出
支
援
」
だ
。

将
来
性
の
な
い
疑
似
農
家
に
赤
字
補
償

す
る
１
兆
円
の
一
年
予
算
だ
け
で
、
海
外

の
肥
沃
な
農
地
が
日
本
の
農
地
面
積
の
5

倍
は
買
え
る
。
も
っ
と
広
い
耕
地
で
農
業

を
で
き
る
能
力
も
技
術
も
持
ち
合
わ
せ
た

専
業
農
家
が
日
本
に
は
数
多
く
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
そ
し
て
今
後
も
続
く
疑
似
農
家

保
護
の
た
め
の
農
業
政
策
で
は
、
せ
っ
か

く
の
彼
ら
が
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
法

律
的
に
制
限
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

筆
者
は
海
外
進
出
し
た
い
農
家
を
数
多

く
知
っ
て
い
る
。
日
本
の
優
秀
な
農
家
が

世
界
進
出
す
れ
ば
、
現
地
の
農
家
の
技
術

水
準
を
引
き
上
げ
、
新
た
な
商
品
開
発
も

で
き
る
。
現
地
の
農
産
業
に
新
た
な
成
長

資
源
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
何
も

発
展
途
上
国
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
筆
者

の
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
南
米
、

東
欧
、
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
の
農
家
に
進
出

さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
が
数
多
く
き

て
い
る
。
な
ぜ
か
。

い
ま
ま
で
の
農
業
の
常
識
で
は
、
彼
ら

の
方
が
農
地
面
積
を
広
く
持
ち
、
農
業
強

国
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
現
実
は
付
加
価

値
の
低
く
国
際
競
争
の
熾
烈
な
基
礎
食
料

を
大
規
模
に
作
る
し
か
、
こ
う
し
た
国
の

農
家
は
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
日
本
の
農
家
が
き
め
細
や
か

で
高
品
質
な
農
産
物
を
作
れ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
潜
在
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
求
め
ら
れ
、
現
地
の
農
家
が
今
後
発

展
す
る
た
め
の
道
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
か

ら
、
日
本
の
技
術
者
、
農
家
を
招
へ
い
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

ト
ヨ
タ
の
カ
イ
ゼ
ン
方
式
が
、
発
展
途
上

に
あ
る
世
界
の
製
造
業
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
ニ
ッ
ポ
ン
で

内
需
拡
大
の
限
界
点
に
さ
し
か
か
る
な

か
、
日
本
の
農
場
は
海
外
農
場
と
連
結
決

算
で
成
長
す
る
時
代
で
あ
る
。
日
本
の
製

造
メ
ー
カ
ー
が
辿
っ
た
道
で
あ
る
が
、
農

業
分
野
で
も
欧
米
の
農
家
は
す
で
に
海
外

進
出
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

既
存
の
農
業
法
人
だ
け
で
は
進
出
候
補

先
は
限
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
７
で
提
言

し
た
海
外
派
遣
さ
れ
た
若
手
農
家
の
人
材

成
長
と
相
ま
っ
て
、
現
実
味
を
十
分
帯
び

て
く
る
。

売
上
５
億
円
の
農
場
が
1
万
件
登
場
し

た
だ
け
で
５
兆
円
の
産
出
効
果
が
あ
る
。

日
本
（
人
）
の
農
業
産
出
額
は
連
結
で
8

兆
円
か
ら
12
兆
円
と
な
り
、
1
5
0
％
の

伸
び
と
な
る
。
1
0
0
0
億
円
規
模
の
予

算
を
付
け
て
も
よ
か
ろ
う
。

以
上
を
合
計
す
る
と
、
約
9
兆
円
の
新

規
需
要
の
創
造
だ
。
既
存
の
8
兆
円
と
足

し
て
、
日
本
の
農
業
産
出
額
は
17
兆
円
と

な
り
、
先
進
国
ナ
ン
バ
ー
１
の
農
業
大

国
・
米
国
の
16
兆
円
を
追
い
抜
く
。
か
か

る
税
金
は
輸
出
補
助
金
、
海
外
へ
の
農
場

進
出
、
若
手
農
家
の
海
外
派
遣
に
各
1
0

0
0
億
円
の
3
0
0
0
億
円
の
み
。
所
得

補
償
１
兆
円
の
3
分
の
一
以
下
で
あ
る
。

農
業
政
策
の
転
換
は
簡
単
だ
。
自
虐
史

観
に
と
ら
わ
れ
た
衰
退
政
策
を
や
め
、
客

観
的
な
事
実
に
も
と
づ
い
て
成
長
戦
略
を

と
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
自
民
党

農
政
の
も
と
、
戦
略
は
な
く
と
も
、
農
業

を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
行
な
う
農
場
は
自
主

的
に
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

こ
う
し
た
政
策
を
民
主
党
が
ひ
と
つ
で

も
実
現
す
れ
ば
、
も
っ
と
よ
く
な
る
。

長
年
か
け
て
育
成
さ
れ
て
き
た
独
立
自

尊
の
農
業
経
営
者
の
成
長
を
阻
害
す
る

「
農
業
者
戸
別
所
持
補
償
制
度
」。
民
主
党

の
票
田
確
保
の
た
め
の
独
善
、
支
持
基
盤

の
農
水
省
職
員
の
生
き
残
り
政
策
を
断
じ

て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。


